
第４回 洪水リスクの社会的認知向上方策に関する研究会 
 

日時：平成 21 年 12 月 18 日(金) 13：00～15：00 
場所：新丸山ダム工事事務所・会議室(2F) 

 

議 事 次 第 

 

１．開 会 

２．座長あいさつ 

３．議 事 

（1） プレ調 査 の分 析 結 果  

（2） 今 後 の調 査 の実 施 方 針 (案 ) 

（3） その他  

４．その他 

５．閉 会 

 

 

 

【資料一覧】 

 
資料－１    プレ調査の分析結果 
資料－２    今後の調査の実施方針（案） 

 
参考資料－１  治水対策案の主な例 <今後の治水対策のあり方に関する有識者会議 資料-5> 
参考資料－２  道路のしごと <土木学会> 

参考資料－３  河川のしごと <土木学会> 
 
 



【出席者名簿】 

 

役　職 氏　　名 　所　　属　　等 そ　　の　　他

座  長 片田　敏孝　 群馬大学大学院　教授

及川　 康 群馬大学大学院　講師

柄谷　友香　 名城大学　准教授　 欠席

鷲見　哲也 大同大学　准教授

松田　曜子 レスキューストックヤード事務局長

石橋　良啓 木曽川上流河川事務所長

浅野　和広 木曽川下流河川事務所長

石原　 篤 新丸山ダム工事事務所長　

※敬称略　五十音順

事務局 桑沢　敬行 群馬大学大学院　研究員

木村　秀治 新丸山ダム工事事務所　副所長

小池　 仁 　　〃　　　調査･品質確保課長  
 
 
 

【配 席 図】 

 

<事務局>

　群馬大学大学院

　　桑沢研究員

新丸山ダム工事事務所<事務局>

　新丸山ダム工事事務所

　　木村副所長

新丸山ダム工事事務所

所長　石原 篤

●

木曽川上流河川事務所

所長　石橋 良啓

木曽川下流河川事務所

所長　浅野 和広

●

●●

●

●

群馬大学大学院

講師　及川  康 教授　片田 敏孝
群馬大学大学院

●

●

准教授　　鷲見 哲也

事務局長　松田 曜子

　　小池課長

●　　　　　　　●

　　　　　　　　<座　長>

NPOﾚｽｷｭｰｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ

大同大学

 



1

第４回

洪水リスクの社会的認知

向上方策に関する研究会

第第４４回回

洪水リスクの社会的認知洪水リスクの社会的認知

向上方策に関する研究会向上方策に関する研究会

平成21年12月18日(金) 13:00～15:00

新丸山ダム工事事務所 ２F会議室



2

１．開 会

２．座長あいさつ

３．議 事

（１）プレ調査の分析結果

（２）今後の調査の実施方針

（３）その他

４．その他

５．閉 会

議 事 次 第議議 事事 次次 第第
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３．（１）プレ調査の分析結果３．（１）プレ調査の分析結果プレ調査の分析結果

第４回洪水ﾘｽｸの社会的認知向上方策に関する研究会

資料-1
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回答者数

回答者数： 1,086人

（7日：519人）

（8日：567人）
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・お住まい

有効回答数：1,078

• お住まい、性別、年齢などについて伺います。支障のない範囲でお答えく
ださい

度数 構成比(%)
美濃加茂市 718 66.6
可児市 149 13.8
坂祝町 37 3.4
その他 174 16.1
合計 1078 100

美濃加茂市
66.7%

可児市
13.8%

坂祝町
3.4%

その他
16.1%

(1)お住まい… １.美濃加茂市 ２.可児市 ３.坂祝町 ４.その他( )
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・性別

度数 構成比（%）
男性 407 40.1
女性 607 59.9
合計 1014 100

男性
40.1%

女性
59.9%

有効回答数：1,014

(2)性 別… １.男性 ２.女性

• お住まい、性別、年齢などについて伺います。支障のない範囲でお答えく
ださい
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性別（居住地区別）

• 性別
男性 女性

41.4

37.8

36.4

38.0

58.6

62.2

63.6

62.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

美濃加茂市

可児市

坂祝町

その他

(677)

(135)

(33)

(166)

有効回答数：1,011
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・年齢

有効回答数：1,037

113

54

141

120

190

237

156

26

0 50 100 150 200 250

20歳未満

20歳-29歳

30歳-39歳

40歳-49歳

50歳-59歳

60歳-69歳

70歳-79歳

80歳以上

(3)年 齢… １.20歳未満 ２.20～29歳 ３.30～39歳 ４.40～49歳
５.50～59歳 ６.60～69歳 ７.70～79歳 ８.80歳以上

• お住まい、性別、年齢などについて伺います。支障のない範囲でお答えく
ださい

度数 構成比(%)
20歳未満 113 10.9
20歳-29歳 54 5.2
30歳-39歳 141 13.6
40歳-49歳 120 11.6
50歳-59歳 190 18.3
60歳-69歳 237 22.9
70歳-79歳 156 15
80歳以上 26 2.5
計 1037 100
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・年齢(性別)

• 回答者の性・年齢構成

0

50

100

150

200

250

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上 不明

回
答

者
数

（
人

）

不明

女性

男性

有効回答数：1,069
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・年齢(居住地区別)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

美濃加茂市

可児市

坂祝町

その他

20歳未満 20歳-29歳 30歳-39歳 40歳-49歳

50歳-59歳 60歳-69歳 70歳-79歳 80歳以上

有効回答数：1,033

(688)

(137)

(36)

(172)

• 年齢
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・昭和58年水害の認知

度数 構成比(%)
はい 880 81.3
いいえ 203 18.7
計 1083 100
無回答 3
合計 1086

はい
81.3%

いいえ
18.7%

有効回答数：1,083

• あなたは、昭和58年9月28日に美濃加茂市や八百津町、坂
祝町などで大きな水害があったことをご存じですか？
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・昭和58年水害の認知（年齢別）

0%

20%

40%

60%

80%

100%

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上 全体

はい いいえ

• あなたは、昭和58年9月28日に美濃加茂市や八百津町、坂
祝町などで大きな水害があったことをご存じですか？

有効回答数：1,083Point①：若年層ほど昭和58年洪水を知らない
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・昭和58年水害の被害の有無

度数 構成比(%)
はい 243 27.8
いいえ 632 72.2
計 875 100
無回答 5
合計 880

はい
27.8%

いいえ
72.2%

有効回答数：875

• 昭和58年9月28日の水害時には、被害にあわれま
したか？
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・昭和58年水害の被害の有無（年齢別）

• 昭和58年9月28日の水害時には、被害にあわれま
したか？

有効回答数：1,023

0%

20%

40%

60%

80%

100%

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上 全体

はい いいえ
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・昭和58年水害の経験と認知

被害を受けた
22.5%

知っているが
被害は受けなかった

58.6%

知らない
18.8%

有効回答数：1,078

度数 構成比(%)
被害を受けた 243 22.5
知っているが
被害は受けなかった

632 58.6

知らない 203 18.8
合計 1078 100

• 昭和58年水害の認知と昭和58年水害経験をもとに分類
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・昭和58年水害の経験と認知（居住地区別）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

28.5

10.1

24.3

8.0

58.0

62.1

59.4

56.9

13.3

27.7

16.2

35.0

美濃加茂市

可児市

坂祝町

その他

被害を受けた 知っているが被害は受けなかった 知らない

(711)

(148)

(37)

(174)

有効回答数：1,070

• 昭和58年水害の認知と昭和58年水害経験をもとに分類
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・水害の発生可能性意識

度数 構成比(%)
発生しないと思う 100 9.3
発生する可能性は低いと思う 255 23.8
発生する可能性はあると思う 440 41.1
発生する可能性が高いと思う 140 13.1
発生すると思う 136 12.7
計 1071 100
無回答 15
合計 1086

有効回答数：1,071

• 近年多発する集中豪雨などによる水害をご覧になり、今後においてお住
まいの地域でも被害が発生するおそれがあると思いますか？

発生する可能性
はあると思う

41.1%

発生しな
いと思う
9.3%

発生する
と思う
12.7%

発生する可能性
が高いと思う

13.1%

発生する可能性
は低いと思う

23.8%
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・水害の発生可能性意識（居住地区別）

12.4

10.8

8.3

16.4

13.6

12.2

8.3

12.3

39.7

44.6

47.2

43.9

25.3

20.9

22.2

19.3

9.0

11.5

13.9

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

美濃加茂市

可児市

坂祝町

その他

発生すると思う 発生する可能性が高いと思う 発生する可能性はあると思う

発生する可能性は低いと思う 発生しないと思う

(708)

(148)

(36)

(171)

• 近年多発する集中豪雨などによる水害をご覧になり、今後においてお住
まいの地域でも被害が発生するおそれがあると思いますか？
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・水害の発生可能性意識（年齢別）

• 近年多発する集中豪雨などによる水害をご覧になり、今後においてお住
まいの地域でも被害が発生するおそれがあると思いますか？

有効回答数：1,071Point②：若年層ほど明言を避ける傾向

0%

20%

40%

60%

80%

100%

20歳未満 20歳-29歳 30歳-39歳 40歳-49歳 50歳-59歳 60歳-69歳 70歳-79歳 80歳以上 全体

発生すると思う 発生する可能性が高いと思う 発生する可能性はあると思う

発生する可能性は低いと思う 発生しないと思う
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・水害の発生可能性意識（経験・知識別）

発生すると思う 発生する可能性が高いと思う 発生する可能性はあると思う

発生する可能性は低いと思う 発生しないと思う

• 近年多発する集中豪雨などによる水害をご覧になり、今後においてお住
まいの地域でも被害が発生するおそれがあると思いますか？

17.7

11.7

9.0

15.2

12.8

12.0

33.8

40.6

52.0

26.2

24.0

20.5

7.2

11.0

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

被害にあった

知っているが
被害にはあわなかった

知らない

(237)

(626)

(200)

有効回答数：1,063

【S58の経験・知識の有無】

Point③：被災経験ありの人ほど、今後の洪水発生可能性認識を高く認識



21

・水害の発生可能性意識
（将来の水害発生可能性認識別）

21

発生すると思う 発生する可能性が高いと思う 発生する可能性はあると思う

発生する可能性は低いと思う 発生しないと思う

• 近年多発する集中豪雨などによる水害をご覧になり、今後においてお住
まいの地域でも被害が発生するおそれがあると思いますか？

有効回答数：1,059

(157)

(544)

(269)

(71)

(18)

40.1

10.1

5.2

5.6

11.5

17.6

7.1

8.5

20.4

43.2

51.3

35.2

27.8

16.6

21.1

26.4

45.1

50.0

11.5

7.9

10.0

8.5

16.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に増えると思う

増えると思う

やや増えると思う

あまり増えないと思う

増えないと思う

Point④：「今後の地球温暖化の認識」→「今後の“洪水”発生可能性認識」
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・将来の水害発生可能性認識

度数 構成比(%)
増えないと思う 18 1.7
あまり増えないと思う 75 7
やや増えると思う 271 25.3
増えると思う 548 51.2
非常に増えると思う 158 14.8
計 1070 100
無回答 16
合計 1086

有効回答数：1,070

• 地球温暖化などの影響で、今後、洪水が発生する回数が増
えると思いますか？

増えると思う
51.2%

やや増える
と思う
25.3%

あまり増えな
いと思う

7.0%

増えないと思う
1.7%

非常に
増えると思う

14.8%
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・将来の水害発生可能性認識（居住地区別）

非常に増えると思う 増えると思う やや増えると思う

あまり増えないと思う 増えないと思う

14.4

14.9

5.4

18.7

49.9

57.4

37.8

53.8

26.2

20.9

45.9

21.1

7.8

5.4

8.1

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

美濃加茂市

可児市

坂祝町

その他

(706)

(148)

(37)

(171)

有効回答数：1,062

• 地球温暖化などの影響で、今後、洪水が発生する回数が増
えると思いますか？
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・将来の水害発生可能性認識（年齢別）

• 地球温暖化などの影響で、今後、洪水が発生する回数が増
えると思いますか？

有効回答数：1,070

0%

20%

40%

60%

80%

100%

20歳未満 20歳-29歳 30歳-39歳 40歳-49歳 50歳-59歳 60歳-69歳 70歳-79歳 80歳以上 全体

非常に増えると思う 増えると思う やや増えると思う

あまり増えないと思う 増えないと思う
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・将来の水害発生可能性認識（経験・知識別）

非常に増えると思う 増えると思う やや増えると思う

あまり増えないと思う 増えないと思う

被害にあった

知っているが被害
にはあわなかった

知らない

有効回答数：1,062

20.7

13.4

12.2

47.3

53.7

48.7

24.1

24.8

27.9

6.3

6.7

8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(237)

(628)

(197)

• 地球温暖化などの影響で、今後、洪水が発生する回数が増
えると思いますか？

【S58の経験・知識の有無】



26

・将来の水害発生可能性認識（発生可能性意識別）

46.7

12.9

7.4

10.3

18.6

40.7

69.1

54.0

45.5

44.3

10.4

13.7

31.7

28.1

27.8

4.3

5.7

12.6

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

発生すると思う

発生する可能性が高いと思う

発生する可能性はあると思う

発生する可能性は低いと思う

発生しないと思う

非常に増えると思う 増えると思う やや増えると思う

あまり増えないと思う 増えないと思う

• 地球温暖化などの影響で、今後、洪水が発生する回数が増
えると思いますか？

(135)

(139)

(435)

(253)

(97)

【発生可能性意識別】
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・洪水災害対策に対する意識

• 洪水災害を防ぐ手だてとして、今後さらに対策を進めるならば、どの様な
対策が必要だと思いますか？必要だと思う上位2位までをお答え下さい。

有効回答数：1,939Point⑤：森林整備に大きく期待

8

251

111

50

336

137

14

3

131

90

115

158

188

9

0

81

41

40

95

79

2

0 100 200 300 400 500 600 700

対策の必要はない

堤防の整備

ダムの整備

遊水池の整備

森林整備

避難対策

その他

1位

2位

順位不明
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・洪水災害対策に対する意識（居住地区別）

• 洪水災害を防ぐ手だてとして、今後さらに対策を進めるならば、どの様な
対策が必要だと思いますか？必要だと思う上位2位までをお答え下さい。

回答の構成比（1位、2位、順位不明の合計の構成）

0

2

0

0

22

28

27

28

14

6

16

10

11

11

6

10

30

33

25

30

21

20

24

21

2

1

2

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

美濃加茂市

可児市

坂祝町

その他

対策の必要はない 堤防の整備 ダムの整備 遊水池の整備 森林整備 避難対策 その他

(303)

(63)

(264)

(1296)
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0

1

0

0

0

1

0

6

24

30

28

24

23

23

24

14

19

12

12

8

10

11

17

20

9

7

10

11

13

12

10

9

23

23

25

30

35

35

28

31

25

29

24

26

18

17

19

20

0

1

1

2

1

2

0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

20歳未満

20歳-29歳

30歳-39歳

40歳-49歳

50歳-59歳

60歳-69歳

70歳-79歳

80歳以上

対策の必要はない 堤防の整備 ダムの整備 遊水池の整備 森林整備 避難対策 その他

・洪水災害対策に対する意識（年齢別）

• 洪水災害を防ぐ手だてとして、今後さらに対策を進めるならば、どの様な
対策が必要だと思いますか？

(%)

(35)

(263)

(422)

(349)

(217)

(259)

(104)

(211)

回答の構成比（1位、2位、順位不明の合計の構成）
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・洪水災害対策に対する意識（経験・知識別）

• 洪水災害を防ぐ手だてとして、今後さらに対策を進めるならば、どの様な
対策が必要だと思いますか？必要だと思う上位2位までをお答え下さい。

【
S
5
8
の
経
験
・
知
識
の
有
無
】

回答の構成比（1位、2位、順位不明の合計の構成）

1

1

1

22

23

29

20

9

15

9

12

9

29

34

23

19

21

23

2

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

被害にあった

知っているが被害
にはあわなかった

知らない

対策の必要はない 堤防の整備 ダムの整備 遊水池の整備

森林整備 避難対策 その他

(351)

(1143)

(431)
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・洪水災害対策に対する意識（発生可能性意識別）

• 洪水災害を防ぐ手だてとして、今後さらに対策を進めるならば、どの様な
対策が必要だと思いますか？必要だと思う上位2位までをお答え下さい。

【発生可能性意識別】

回答の構成比（1位、2位、順位不明の合計の構成）

3

1

0

0

0

27

23

25

23

21

11

13

12

13

15

11

10

10

11

12

30

33

29

29

32

16

19

23

23

20

1

2

1

1

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

発生しないと思う

発生する可能性は低いと思う

発生する可能性はあると思う

発生する可能性が高いと思う

発生すると思う

対策の必要はない 堤防の整備 ダムの整備 遊水池の整備 森林整備 避難対策 その他

(233)

(255)

(792)

(464)

(178)
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・洪水災害対策に対する意識
（将来の発生可能性意識別）

• 洪水災害を防ぐ手だてとして、今後さらに対策を進めるならば、どの様な
対策が必要だと思いますか？必要だと思う上位2位までをお答え下さい。

【
将

来
の

発
生

可
能

性
意

識
別

】

回答の構成比（1位、2位、順位不明の合計の構成）

3

1

1

0

24

25

24

21

18

15

10

13

13

10

11

10

21

28

32

36

18

22

21

19

3

1

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

増えないと思う
あまり増えないと思う

やや増えると思う

増えると思う

非常に増えると思う

対策の必要はない 堤防の整備 ダムの整備 遊水池の整備 森林整備 避難対策 その他

(292)

(996)

(483)

(152)
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・洪水災害対策に対する意識
（新丸山ダム事業の認知別）

• 洪水災害を防ぐ手だてとして、今後さらに対策を進めるならば、どの様な
対策が必要だと思いますか？必要だと思う上位2位までをお答え下さい。

【
新

丸
山

ダ
ム

事
業

の
認

知
別

】

回答の構成比（1位、2位、順位不明の合計の構成）

0

1

21

27

14

11

11

10

33

28

19

23

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている

知らない

対策の必要はない 堤防の整備 ダムの整備 遊水池の整備

森林整備 避難対策 その他

(1014)

(906)



34

・新丸山ダム建設事業の認知

度数 構成比(%)
はい 512 47.9
いいえ 557 52.1
計 1069 100
無回答 17
合計 1086

はい
47.9%

いいえ
52.1%

有効回答数：1,069

• 昭和58年の水害を受けて、同じ規模の洪水から地域を守るために「新丸
山ダム建設事業」を行っていることをご存じですか？
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・新丸山ダム建設事業の認知（居住地区別）

51.6

38.5

40.5

40.8

48.4

61.5

59.5

59.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

美濃加茂市

可児市

坂祝町

その他

(707)

(148)

(37)

(169)

有効回答数：1,061

• 昭和58年の水害を受けて、同じ規模の洪水から地域を守るために「新丸
山ダム建設事業」を行っていることをご存じですか？

はい いいえ
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・新丸山ダム建設事業の認知（年齢別）

0%

20%

40%

60%

80%

100%

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上 全体

はい いいえ

• 昭和58年の水害を受けて、同じ規模の洪水から地域を守るために「新丸
山ダム建設事業」を行っていることをご存じですか？

有効回答数：1,069Point⑥：若年層ほど新丸山ダム事業を知らない
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・新丸山ダム建設事業の認知（経験・知識別）

はい いいえ

有効回答数：1,061

66.1

51.0

16.2

33.9

49.0

83.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

被害にあった

知っているが被害
にはあわなかった

知らない

(239)

(624)

(198)

• 昭和58年の水害を受けて、同じ規模の洪水から地域を守るために「新丸
山ダム建設事業」を行っていることをご存じですか？

【S58の経験・知識の有無】

Point⑦：S58年災の経験や知識がある人ほど、新丸山ダム建設事業を知っている
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・新丸山ダム建設事業の認知（発生可能性意識別）

66.9

47.5

42.7

47.2

51.0

33.1

52.5

57.3

52.8

49.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

発生すると思う

発生する可能性が高いと思う

発生する可能性はあると思う

発生する可能性は低いと思う

発生しないと思う

(133)

(139)

(438)

(250)

(98)

有効回答数：1,058

はい いいえ

• 昭和58年の水害を受けて、同じ規模の洪水から地域を守るために「新丸
山ダム建設事業」を行っていることをご存じですか？

【発生可能性意識別】
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・新丸山ダム建設事業の認知
（将来の発生可能性意識別）

はい いいえ

• 昭和58年の水害を受けて、同じ規模の洪水から地域を守るために「新丸
山ダム建設事業」を行っていることをご存じですか？

54.8

47.1

46.5

41.3

52.9

45.2

52.9

53.5

58.7

47.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に増えると思う

増えると思う

やや増えると思う

あまり増えないと思う

増えないと思う

(157)

(541)

(269)

(75)

(17)

有効回答数：1,059

【将来の発生可能性意識別】
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・プレ調査：ポイント

Point①：若年層ほど昭和58年洪水を知らない

Point②：若年層ほど（洪水発生可能性について）明言を避ける傾向

Point③：被災経験ありの人ほど、今後の洪水発生可能性認識を高く認識

Point④：「今後の地球温暖化の認識」→「今後の“洪水”発生可能性認識」

Point⑤：森林整備に大きく期待

Point⑥：若年層ほど新丸山ダム事業を知らない

Point⑦：S58年災の経験や知識がある人ほど、新丸山ダム建設事業を知っている
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第４回洪水ﾘｽｸの社会的認知向上方策に関する研究会

資料-２

３．(2) 今後の調査の実施方針(案)３．(2) 今後の調査の実施方針今後の調査の実施方針((案案))
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調査の目的

• 最終的に明らかにしたいこと

– 洪水リスクの認知向上に向けた効果的な方策

– 洪水リスクの対処方法の理解向上に向けた方策

• どのような内容を提供すべきか？

• 情報提供には、どのような表現を用いるべきか？

• 最終目的の検討材料として、以下を把握する

1. 住民の洪水リスクの認知状況とその構造

2. 洪水リスクへの対処方策に関する認識

3. コンテンツの表現に対する認識の変化
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住民の洪水リスクの認知状況とその構造

昭和昭和5858年洪水の認知年洪水の認知
過去の洪水リスクの認知

現在の洪水リスクの認知

将来の洪水リスクの認知

昭和58年洪水以降の

軽減策の追加状況の認知

温暖化等による豪雨増加
に関する認知

■“過去→現在→将来”というフレームの妥当性検証

いわゆる防災講演会などでよく見受けられる典型的なストーリー構成

■共分散構造分析などを用いてそれぞれのパスの有効性を検証
■どのフェイズで脱落している回答者がどれくらい占めているのかを把握

当時の治水の状況の認知

将来の洪水リスクの軽減策
に関する認知
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洪水リスクへの対処方策に関する認識

■将来の洪水リスクへの対処方策に関する認識の把握

将来の洪水
リスクの軽減

費 用

効 果

自然環境

対 策 し な い

堤 防 整 備

ダ ム の 整 備

遊 水 地 の 整 備

森林整備(保全)

避 難 対 策

【評価指標】 【対処方策】

そ の 他

○河道の掘削

○引 堤
○堤防のかさ上げ
○放水路

○ダム建設(新規)

○既存ダムのかさ上げ

○洪水予測

○情報の提供

○既存ダム容量の振替

○貯留・浸透施設の整備
○都市計画法，建築基準

法上の措置
○その他
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コンテンツの表現に対する認識の変化

• 氾濫区域の変化で示した場合の認識は？

＜注意＞上記の氾濫区域図はイメージ図です

• 河川水位の低下量で表現した場合の認識は？

・今渡ダム下流地点

・木曽川橋下流地点

■洪水リスクや対策効果に関する既往の提示手法がどのように
認識されているのかを検証

・提供されている情報が理解されているか？
・リスク認知に対して、どのような影響を及ぼしているのか？
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前回の研究会で提案した調査プラン

大学生2月以降• 向上方策の妥当性を検証。
実証
実験

調査
③

美濃加茂市の一般住民

一宮市の一般住民
1月上

• “過去→現在→将来”という

フレームの妥当性検証

• 将来の洪水リスクへの対処
方策に関する認識の把握

• 既存の手法の是非の検証

本アン
ケート

調査
②

美濃加茂産業祭11/7・8（済）
• 洪水リスクに対する現状意
識を把握

プレ
調査

調査
①

対象者時期目的呼称

問題点

最終成果となる向上方策の検証対象が学生のみとなり、一般性を検

証できない
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新調査プラン案

美濃加茂市の一般住民2月

• “過去→現在→将来”というフ

レームの妥当性検証

• 将来の洪水リスクへの対処方
策に関する認識の把握

• 検討した向上方策の一般住
民を対象とした効果計測

一般
調査

調査
③

名城大学学生（20名くらい）

大同大学学生（70名＋α）

群馬大学学生（80名）

1/8
1/12

1月下旬

• 特に問題がみられた若年層を
対象に向上方策のあり方を探
る

学生
調査

調査
②

美濃加茂産業祭と八百津産業祭
の参加者

11/7・8（済）
• 洪水リスクに対する現状意識
を把握

プレ
調査

調査
①

対象者時期目的呼称

※下記の点から調査③；一般調査は，一宮市では実施せず，美濃加茂市だけで実施することとした．

１．プレ調査を実施していないことが，一般調査の結果を分析する際の支障となる可能性がある．
２．美濃加茂市民にも昭和58年洪水を認知していない住民が相当数存在し，過去の洪水リスクの認知の違いによる
現在・将来の洪水リスクの認知の分析は(一宮市で実施しなくても)十分に可能．
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学生調査の位置づけ

洪水リスクの社会認知向上に向けた効果的な方策

どのような内容
を提供すれば良

いか？

どのような表現
方法を用いれば

良いか？

プレ調査

• 洪水リスクに対
する現状意識

学生調査

・情報の表現方法

一般調査

• フレームの妥当性

• 洪水リスクへの対処
方策の認識

■検証内容
メインの内容

サブの内容
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表現方法について

• 氾濫区域の変化で示した場合の認識は？

＜注意＞上記の氾濫区域図はイメージ図です

• 河川水位の低下量で表現した場合の認識は？

・今渡ダム下流地点

・木曽川橋下流地点

■「新丸山ダム建設事業」を対象に情報の表現方法を検討する

視点１：情報の表現方法
パターン１：伝えたい内容を詳細に表現する
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パターン２：概略的な表現方法を用いる

参考資料：土木学会 コミュニケーション部門
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パターン２：概略的な表現方法を用いる

非常に基礎的な内容をシン
プルに表現したパンフレッ
トによっても、認識に大き
な変化が生じた

土木学会誌 vol.94 no.12
December2009 pp.60-64
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表現方法の検討

視点２：情報の提示方法
内容をダムに限定せず、治水対策全体を対象とした視野の広
い情報を提供する

ダムの整備事業に対する情報の提示方法のイメージ

ダム
のメリット

従来の提示方法

ダムの
メリット
デメリット

緑のダムの
メリット
デメリット

河川整備の
メリット
デメリット

現状維持の
メリット
デメリット

視野の広い情報提供

ダムの位置づけは、その人の
知識やイメージに依存する

ただし、厳密な内容
の提供は困難なため
概略的な表現となる

【期待される効果】
広い視野に立った適切な判断
情報の信頼性の向上
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調査に用いる資料のパターン

○
（概略）

×××
他の対策
について

○
（概略）

○
（概略）

○
（詳細）

×
ダムに

ついて

○○○○
洪水リスク
について

資料D資料C資料B資料A情報内容

検証内容

•資料A vs. 資料B：既往のコンテンツの効果

•資料B vs. 資料C：概略表記の効果

•資料C vs. 資料D：広い視野に立った情報提供の効果
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学生調査の実施イメージ（主に名城大学）

質問紙内で添付資料閲覧前の意識や態度を計測
・洪水リスクの認識
・洪水リスクの軽減策についての認識

質問紙内で添付資料閲覧前の意識や態度を計測
・洪水リスクの認識
・洪水リスクの軽減策についての認識

資料
A

資料
A

質問紙内で添付資料閲覧前の意識や態度を計測
・洪水リスクの認識
・洪水リスクの軽減策についての認識
・表現のわかりやすさ、情報量 等に関する感想（※）

質問紙内で添付資料閲覧前の意識や態度を計測
・洪水リスクの認識
・洪水リスクの軽減策についての認識
・表現のわかりやすさ、情報量 等に関する感想（※）

グループA

資料
B

資料
B

資料
C

資料
C

資料
D

資料
D

グループB グループC グループD

資料の閲覧

各
資
料
の
表
現
パ
タ
ー
ン
の
効
果
を
検
証

各
資
料
の
表
現
パ
タ
ー
ン
の
効
果
を
検
証

洪
水
リ
ス
ク
や
軽
減
策
に
つ
い
て
の

認
識
の
変
化
を
把
握

洪
水
リ
ス
ク
や
軽
減
策
に
つ
い
て
の

認
識
の
変
化
を
把
握

※対象地域から離れた大同大学、群馬大学ではこの点を主に検証する
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コンテンツの内容・
表現の一般妥当性

コンテンツの内容・
表現の一般妥当性

調査の実施フロー

調査 Output

1月

2月

学生調査（全3回）
・コンテンツの反応

学生調査（全3回）
・コンテンツの反応

一般調査
・コンテンツの反応
・フレームの実態

一般調査
・コンテンツの反応
・フレームの実態

コンテンツ ver. 0コンテンツ ver. 0

コンテンツ ver. 1-3コンテンツ ver. 1-3

学生調査から得られた
最終的なコンテンツ案

学生調査から得られた
最終的なコンテンツ案

最終成果最終成果

評価・改良
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予想される示唆

• 将来の洪水リスクの認識を向上させるための要点
– a.過去の洪水リスクに関する認識を持つことの重要性

• 過去の被害発生の事実
• 過去の治水の概況

– b.現在の洪水リスクに関する認識を持つことの重要性
• 過去から現在に至るまでに整備されてきた治水の概況

– 過去と全く同じ洪水が起きたなら、それを防御できるようにすることを目
標に整備されてきた。しかし、完成しているわけではない。

– c.将来の洪水リスクに関する認識を持つことの重要性
• 将来において過去と全く同じ洪水が予定通り発生するならまだしも、
今後は気象変動等により、もっと激しい豪雨が多発する。

• 将来の洪水リスクの軽減策についての要点
– d.個別の手段のみの情報提供では効果は限定的。種々の手
段の長所と短所について、たとえ浅くともバランスのとれた知
識が必要。
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洪水対策の説明コンテンツ

既往の説明コンテンツ

シミュレーション技術
を活用したコンテンツ
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洪水対策の説明コンテンツ

• 一般に向けた説明を想定した場合、全体のイメージがつかめれ
ば、情報量はもっと少ない方が良い？

専門家
向け

一般
向け

多い

表現方法

情報量

少ない

この辺の
コンテンツ
が必要？

この辺の
コンテンツ
が必要？
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耶馬溪ダムのコンテンツ例

• コンテンツの概要
– ダム本体の1/400の模型を作成

– 本川や下流河川も再現

– 降雨から下流河川の洪水までの
一連を表現

• 特徴

– 実際の地形やダムの治水機能を
シンプルに表現

– 実際の水の動きで説明内容が表
現される

山の保水能力を再現

下流河川を再現

本川からの流入を表現
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洪水対策の説明コンテンツの検討

• POINT
– 情報を詰め込みすぎず、内容をシンプルに表現
– 説明現象を視覚的に表現する

• それによって洪水がどのように制御されるのか
（水がどう動くのか）

• CGを利用した説明コンテンツの作成
– 津波の挙動に関する説明コンテンツの例

「津波のいろは」：群馬大学災害社会工学研究室HP

（海底山脈によるレンズ効果）
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洪水対策の説明コンテンツの検討

• コンテンツの概要
– タイトル（案）

• 水の流れでみる洪水対策の
しくみ

– 対象と内容

• 一般向けに洪水対策の基
本的なしくみを説明する

– 特徴

• 表現対象を限定し、シンプ
ルに表現する

• CGアニメーションにより、洪

水対策の機能や水の動きを
分かりやすく表現する
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説明シナリオ（案）

• 地形と川の流れ
– 川の成り立ち

– 大雨による川の流量の増加

• 内水と外水
– 内水と外水の違い

– 下水道による内水処理

– 洪水時における内水被害

• 堤防
– 堤防の役割

– 堤防の高さの考え方

• ダム
– ダムによる洪水調節

– ダムの限界


